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1 はじめに
マルチコア CPU–GPU 複合型クラスタシステ
ムは今後のスパコンだけではなく研究室レベルの
サーバーにおいてもトレンドといえる．これらの
システム上で機能する高性能な固有値ソルバとし
て eigen sgが開発されている.1) 本ポスター発表
では, ASPEN.K2などの eigen sgの構成技術説明
とともに各種性能評価を行う．

2 ASPEN.K2

ASPEN.K2は今村らが開発している自動チュー
ニング機能付き CUDA BLAS の実装である.

BLASの中でも固有値計算の中で性能に最も寄与
する Level 2 BLASを中心に開発が進められてい
る. 鋸歯状の性能特性モデルを取込んだ性能予測
や, 103規模個数のカーネルを正確に生成するため
に, マクロとテンプレートをフルに活用し, 省プロ
グラミングとコンパイル回数を保ちながらカーネ
ル候補を取捨選択できる仕組みを採用している (図
1はソースコードの一部の例).

開発 したカ ーネ ルに は, CUBLAS や
MAGMABLAS より高速なものがあり, 利用
ソフトウェアが高速動作する理由になっている
(図 2).

図 1: カーネルコードの一例� �
template<class TYPE,const int BLOCK_X,

const int BLOCK_Y,const int UMAX >
__global__ void
__launch_bounds__ ( BLOCK_X*BLOCK_Y, 1 )
API(GEMVN_2D_kernel) (
const TYPE alpha,const TYPE beta,const TYPE *a,
const TYPE *x,TYPE *y,
const int lda,const int n1,const int n2,const int n_e,
const int t_e,const int offsetX,int *Tickets)
{

volatile TYPE *A = (TYPE *)a + row + lda*col;
int mode = blockDim.x;
for(long row_d=0;row_d <(long)mode;row_d +=BLOCK_X){

if(gridDim.y==1||blockIdx.y>0){
A=(TYPE *)a+row+lda*col+i0*lda;
for(int i = i0;i < i1;i += i_step){r=xx(i);

__syncthreads();w[zid]=r;__syncthreads();
if(row < n1){int j_e = i_step;TYPE *W = w+col;

if ( TYPE_IS_DOUBLE ) {
#include "unroll.incl"
for(int j=0;j<j_e;j+=j_step,A+=lda_step)

s0+=A[0]*W[j];}� �
3 eigen sgとmagmaの性能比較
HPCS20111) で, 今村らによって固有値ソルバ

Eigen の GPGPU 版 eigen sg が紹介されている.

本報告ではBLAS部分が強化され性能も向上した.

表 1は固有値ソルバ eigen sgとmagma dsyevdの
測定結果である．magma dsyevdはMAGMAが提
供する固有値計算ソルバーである 2) . 結果から,全
固有対の計算時間について eigen sgはMAGMAに
対して, 1.8倍ほど高速であることが分かる．ポス
ター発表当日は各種環境での測定結果も示したい.

表 1: eigen sg 計算時間 (秒), CPU:Intel Core

i7 860(2.8GHz), GPU: NVIDIA Tesla C2050
次元 CPU4cores MAGMA1.1 eigen sg
1000 .243 .22 .298
2000 1.813 1.64 1.178
3000 5.857 4.46 2.997
4000 13.67 10.38 5.841
5000 25.04 17.30 10.66
6000 42.32 25.90 17.02
8000 101.2 66.55 35.49
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図 2: DGEMV-[T|N]の性能 (上: -N, 下: -T)
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